
 今週、「ともに生きていく」の授業がありました。ほかの人と違うということは特別ではなく、 

「その人らしさ（個性）」であるという話をしました。二つの音を聴き比べたり声を判別するクイズも 

行いました。最後にブラインドサッカーや車いすテニスの映像を見ながら車いすテニスでは２バウンド

までという追加のルールがあることも学びました。 

 子どもたちの感想を紹介します。 

「一人一人個性があり、障がいも特別ではないことが心に残りました。そして、もっといろいろな人に

会って、その人の個性を知りたいです。個性を知るとその人の好きなこと、得意なことを知ることがで

きるのでもっと相手と仲良しになれると思います。」 

「ぼくは、不自由な人やケガをしている人をすぐにいつでも助けられる思いやりを持つ人になりたいな

と思いました。」 

 これからも相手のことを思いやる心を大切にして楽しく学校生活を過ごしてほしいと思います。 
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